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論　
　
　

説「
占
有
」
が
も
た
ら
す
外
観
に
対
す
る
信
頼
保
護

─
─
占
有
意
思
の
変
更
と
即
時
取
得
─
─

平
　
　
田
　
　
健
　
　
治

第
一
章　

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
占
有
の
性
質
（
占
有
意
思
）
変
更
の
意
味

　

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
取
得
時
効
（usucapio
）
で
は
、
そ
の
要
件
は
、
市
民
法
上
の
占
有
（possessio civilis

）、
現
代
法
的
に
言

え
ば
、
自
主
占
有
で
あ
り
、
か
つ
一
定
の
正
権
原
、
す
な
わ
ち
自
主
占
有
を
正
当
化
す
る
原
因
、
例
え
ば
、
売
買
や
贈
与
な
ど
を
有
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
要
件
と
の
関
連
で
、
占
有
者
自
ら
意
識
的
に
自
己
の
利
益
に
正
権
原
を
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
法
原
則
（regu-

la

）
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
例
と
し
て
、
他
主
占
有
、
ロ
ー
マ
法
的
に
は
、
自
然
占
有
に
す
ぎ
な
い
所
持
（detentio

）
し
か
有
さ
な

か
っ
た
者
と
さ
れ
る
所
持
者
（detentor

）、
例
え
ば
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
の
死
に
よ
り
、
自
ら
（
市
民
法
上
の
占
有
の
一
例
と
し
て

の
）
そ
の
相
続
人
と
し
て
の
（pro herede

）
占
有
を
作
り
出
せ
な
い
、
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
得
時
効
の
要
件
を
自
ら
作
り

出
す
こ
と
が
阻
止
さ
れ
た
（D

.41.3.33.1

［
後
掲
訳
参
照
］）。

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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こ
れ
は
、
相
続
人
と
し
て
の
取
得
時
効
に
よ
り
、
遺
産
に
つ
い
て
の
自
己
の
権
利
を
失
う
危
険
の
あ
る
家
外0

相
続
人
（extranei 

heredes

）
の
保
護
を
ね
ら
い
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
家
内0

相
続
人
（sui heredes

）
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
遺
産
は
無
主

と
な
り
、
あ
る
者
が
、furtum

と
な
る
危
険
を
お
か
さ
ず
に
、
遺
産
を
把
握
す
れ
ば
、
一
定
の
期
間
経
過
後
に
相
続
人
と
な
る
こ
と

が
で
き
た
（
後
に
悪
意
者
は
排
除
さ
れ
た
が
）。
こ
の
よ
う
な
家
外0

相
続
人
が
さ
ら
さ
れ
る
危
険
は
、
被
相
続
人
の
生
前
に
物
が
他
人

の
占
有
下
に
あ
っ
た
場
合
に
高
い
の
で
、
前
掲
の
法
原
則
は
、
物
占
有
者
が
、
自
己
の
占
有
意
思
を
変
更
す
る
こ
と
で
相
続
人
の
取
得

時
効
権
原
を
作
り
出
す
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
必
要
は
、
遺
産
占
有
者
が
自
己
の
相
続
人
地
位
を
信
頼
し
て
い
る
場
合

で
も
同
様
で
あ
る
。

　

既
に
、
古
典
期
前
に
、
こ
の
原
則
は
、
相
続
法
を
越
え
て
、
占
有
者
が
自
己
の
決
断
で
自
己
の
物
支
配
を
従
来
よ
り
も
よ
い
（
法
的

に
強
力
な
）
占
有
基
礎
に
置
こ
う
と
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
原
則
は
、
古
典
期
に
お
い
て
は
、
相
続
法
と
生
前
取
引
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
相
続
法
に
お
い
て
は
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
期
（A

.D
. 117-138

）
に
相
続
人
占
有
に
よ
る
取
得
時
効
は
、
悪
意
の
場
合
に
は

排
除
さ
れ
た
。
他
方
で
、
善
意
占
有
者
に
真
の
相
続
人
に
対
す
る
優
先
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
原
則
は
、
遺
産
返
還

訴
訟
に
お
い
て
、
主
張
立
証
責
任
を
分
配
す
る
た
め
の
も
の
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
で
あ
る
占
有
者
に
権
利
外
観
に
も
と
づ
い

て
相
続
人
と
な
っ
た
こ
と
を
主
張
立
証
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。
こ
れ
に
成
功
し
た
場
合
に
、
占
有
者
は
勝
手
な
占
有
権
原
変
更

と
い
う
非
難
か
ら
免
れ
る
。

D
.41.5.2.1 (Iulianus)

　

何
人
も
自
己
の
占
有
原
因
を
変
更
で
き
な
い
と
一
般
に
教
え
ら
れ
る
場
合
、
市
民
法
上
の
占
有
の
み
な
ら
ず
、
自
然
の
占
有
（possessio 
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naturalis

）
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
賃
借
人
や
受
寄
者
、
使
用
借
主
は
、
こ
の
物
を
、
自
利
を
得
る
目
的
で
（lucri faciendi causa

）
相
続
人
と
し
て
時
効
取
得
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
、
回
答
が
与
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
法
文
で
は
、
他
主
占
有
者
と
所
有
者
の
相
続
人
の
争
い
が
想
定
さ
れ
、
一
年
の
取
得
時
効
期
間
は
経
過
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ

る
。
原
告
は
家
外
相
続
人
で
あ
る
（
家
内
相
続
人
の
場
合
に
は
、
休
眠
遺
産
と
は
な
ら
ず
、
相
続
占
有
取
得
時
効
の
対
象
と
な
ら
な

い
）。
こ
の
法
文
は
、
他
主
占
有
者
に
も
、
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
相
続
以
前
か
ら
占
有
し
て
い
る
悪
意
者
が
自
己
の
占
有
を
相

続
人
と
し
て
の
占
有
に
変
更
す
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
。

D
.41.3.33.1 (Iulianus)

　

人
は
勝
手
に
自
己
の
占
有
原
因
を
変
更
で
き
な
い
と
一
般
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
以
下
の
場
合
に
も
争
い
な
く
妥
当
す
る
、
す
な
わ
ち
、
善

意
で
な
く
占
有
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
利
益
を
得
る
た
め
に
新
た
な
占
有
原
因
に
も
と
づ
き
占
有
し
始
め
た
者
の
場
合
。
こ
の
こ
と
は
、
以

下
の
よ
う
に
示
し
う
る
。

A
. I

）　

あ
る
土
地
を
売
主
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
買
っ
た
者
は
、
土
地
を
単
に
占
有
者
と
し
て
（pro possessore

）
占
有
す
る
。

　

II. 1.

）
し
か
し
、
所
有
者
か
ら
買
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
と
し
て
（pro em

ptore

）
占
有
し
始
め
、
勝
手
に
占
有
原
因
を
変
更
し
た
と
は
み

な
さ
れ
な
い
。

　
　

2.

）
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
、
所
有
者
だ
と
考
え
て
（existim

aret

）、
非
権
利
者
か
ら
買
っ
た
場
合
に
も
妥
当
す
る
。

　

III. 1.

）
同
様
に
、
所
有
者
に
よ
っ
て
相
続
人
に
指
定
さ
れ
る
か
、
財
産
占
有
（bonorum

 possessio

）
が
与
え
ら
れ
た
者
が
、
以
後
相
続
人

と
し
て
（pro herede

）
占
有
す
る
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。

　

2.

）
さ
ら
に
、
あ
る
者
が
所
有
者
に
よ
っ
て
相
続
人
も
し
く
は
財
産
占
有
者
と
さ
れ
た
と
正
当
に
も
考
え
る
場
合
、
彼
は
土
地
を
相
続
人
と

（
3a
）
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し
て
占
有
し
、
占
有
の
原
因
を
変
更
し
た
と
は
み
な
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

B

）
こ
れ
ら
の
こ
と
が
通
常
の
占
有
を
行
使
す
る
者
に
つ
い
て
妥
当
す
る
な
ら
ば
、
所
有
者
の
生
前
も
死
後
も
何
ら
の
占
有
を
有
し
な
い
（nec 

ullam
 possessionem

 habet

）
賃
借
人
（colonus

）
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
当
て
は
ま
る
か
？

　

確
か
に
、
賃
借
人
が
所
有
者
の
死
後
、
自
己
を
そ
の
相
続
人
も
し
く
は
財
産
占
有
者
と
考
え
た
（extim

abat se heredem
 eius vel bono-

rum
 possessorem

 esse

）
者
か
ら
買
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
を
買
主
と
し
て
占
有
し
始
め
る
。

　

B

）で
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
は
、
賃
借
人
が
誤
想
相
続
人
か
ら
購
入
し
た
場
合
に
、
こ
の
者
に
買
主
と
し
て
の
時
効
権
原
を
与
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
売
主
が
権
利
外
観
を
作
出
し
、
そ
れ
を
賃
借
人
が
信
頼
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
。
ユ
リ
ア
ヌ
ス
は
、A

）
で
得
ら
れ
た

結
果
に
勿
論
解
釈
を
施
す
こ
と
で
、
こ
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。
た
だ
、
原
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
権
原
変
更
に
勝
手
性
が
な
い

こ
と
を
理
由
に
す
る
の
で
は
な
く
、
他
主
占
有
者
に
厳
密
な
意
味
で
の
占
有
が
な
か
っ
た

0

0

0

0

こ
と
を
根
拠
と
す
る
（
他
主
占
有
者
に
対
す

る
簡
易
の
引
渡
し
を
扱
うD

.41.2.3.20
も
同
様
）。

D
.41.5.2.2 (Iulianus)

　

ま
た
、
息
子
は
父
よ
り
贈
与
さ
れ
た
物
を
相
続
人
と
し
て
時
効
取
得
で
き
な
い
と
、
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
認
め
る
、
し
か
も
彼
は
、
息
子
に
は
父

の
生
前
、
自
然
占
有
（
の
み
）
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
ゆ
え
に
。

こ
こ
か
ら
、
父
に
よ
っ
て
相
続
人
に
指
定
さ
れ
た
息
子
は
、
父
よ
り
贈
与
さ
れ
た
遺
産
を
息
子
以
外
の
共
同
相
続
人
の
部
分
に
関
し
て
は
時
効
取

得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
。

　

こ
の
法
文
が
掲
げ
る
二
つ
の
例
の
い
ず
れ
も
占
有
原
因
変
更
禁
止
原
則
の
適
用
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
第
一
例
で
は
、
家
長
と
家

子
の
贈
与
は
無
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
自
然
占
有
を
相
続
人
占
有
に
変
換
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
。
第
二
例
で
は
、
単
独
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相
続
人
指
定
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
息
子
に
そ
の
限
り
で
時
効
取
得
を
否
定
し
て
い
る
。

　

生
前
取
引
の
分
野
で
は
、
権
利
者
の
損
失
で
不
当
な
利
益
を
得
る
目
的
で
よ
り
よ
い
占
有
原
因
に
取
り
替
え
る
こ
と
に
原
則
が
適
用

さ
れ
る
。
他
方
、
権
利
者
の
了
承
の
も
と
に
占
有
原
因
を
変
更
す
る
こ
と
（
婚
姻
中
の
夫
婦
間
で
の
贈
与
は
無
効
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

離
婚
後
に
夫
が
妻
に
追
認
す
る
場
合
を
扱
うD

.41.6.1.2

）
は
本
原
則
と
抵
触
し
な
い
。
ま
た
、
占
有
原
因
変
更
が
従
来
と
比
し
て
地

位
を
悪
化
さ
せ
る
場
合
に
も
原
則
の
適
用
は
な
い
。
占
有
を
一
旦
放
棄
し
、
再
度
取
得
す
る
場
合
（D

.41.2.18pr

（
占
有
改
定
）; 

D
.41.2.19.1

）
に
も
適
用
は
な
い
。

第
二
章　

大
陸
法
に
お
け
る
そ
の
後
の
展
開

─
取
得
時
効
と
即
時
取
得
（
善
意
取
得
）
の
分
化
の
影
響
─

　

さ
て
、
大
陸
法
で
は
、
そ
の
後
、
即
時
取
得
制
度
が
形
成
さ
れ
、
動
産
に
関
し
て
は
、
取
得
時
効
と
競
合
す
る
に
至
り
、
そ
の
棲
み

分
け
が
模
索
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
即
時
取
得
は
動
産
「
取
引
」
保
護
の
目
的
を
も
つ
制
度
だ
か
ら
、
正
権
原
が
必
要
と
考
え
て
よ
い
は

ず
だ
が
、
日
本
民
法
起
草
者
は
、
善
意
無
過
失
に
含
め
う
る
と
考
え
て
明
示
に
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
近
時
の
現
代
語
化
改
正
で
、
こ

の
点
が
「
取
引
行
為
に
よ
っ
て
」
と
い
う
語
句
で
明
示
さ
れ
、
取
得
時
効
と
の
要
件
面
で
の
差
が
確
認
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
民
法
第
一
八
五
条
は
、「
占
有
権
の
取
得
」
の
節
の
中
で
、
占
有
の
性
質
の
変
更
を
扱
い
、
第
二
〇
四
条
一
項
二

号
は
、「
占
有
権
の
消
滅
」
の
節
の
中
で
、
代
理
占
有
の
消
滅
事
由
を
扱
い
、
新
権
原
な
い
し
本
人
に
対
す
る
意
思
の
表
示
に
言
及
し

て
い
る
。

　

一
八
五
条
は
、
第
一
章
で
扱
っ
た
ロ
ー
マ
法
の
原
則
に
由
来
す
る
。
二
〇
四
条
は
、
代
理
占
有
者
が
本
人
に
対
す
る
意
思
変
更
に
よ

（
4
）
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り
、
自
ら
自
主
占
有
者
と
な
る
か
、
本
人
以
外
の
者
を
間
接
（
自
主
）
占
有
者
と
す
る
場
合
の
規
範
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
普
通

法
、
と
り
わ
け
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
説
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ス
民
法
（
現
二
二
七
〇
条
）、
ド
イ

ツ
民
法
第
一
草
案
八
一
三
条
を
経
由
し
て
、
現
日
本
民
法
に
存
在
す
る
こ
の
二
条
文
で
あ
る
が
、
後
者
は
ド
イ
ツ
で
は
、
第
二
草
案
以

降
は
削
除
さ
れ
、
占
有
の
客
観
化
を
目
指
し
た
現
ド
イ
ツ
民
法
典
上
に
は
存
在
し
な
い
。

　

こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
規
範
は
、
占
有
の
異
な
る
側
面
（
効
果
）
で
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
間
接
占
有
を
前
提
と
し
、

そ
こ
に
お
け
る
本
人
と
の
関
係
で
の
意
思
表
示
に
よ
る
占
有
の
性
質
変
更
な
い
し
占
有
の
相
対
的
消
滅
を
と
も
に
扱
う
点
で
類
似
し
て

い
る
。

　

敷
衍
す
れ
ば
、
こ
う
で
あ
る
。
他
主
占
有
者
で
あ
る
占
有
受
託
者
の
背
信
的
処
分
の
場
合
に
は
、
こ
の
他
主
占
有
者
は
、
他
主
占
有

で
あ
る
こ
と
を
廃
棄
し
、
自
主
占
有
に
変
化
し
た
上
で
、
第
三
者
に
処
分
す
る
、
も
し
く
は
処
分
に
加
え
譲
受
人
か
ら
賃
借
な
ど
し
て
、

当
該
第
三
者
と
占
有
媒
介
関
係
に
入
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
、
当
初
の
占
有
受
託
者
の
占
有
の
性
質
変
更
（
一
八
五
条
「
権
原
の
性
質

上
占
有
者
に
所
有
の
意
思
が
な
い
も
の
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
占
有
者
が
、
自
己
に
占
有
を
さ
せ
た
者
に
対
し
て
所
有
の
意
思
が

あ
る
こ
と
を
表
示
し
、
ま
た
は
新
た
な
権
原
に
よ
り
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
占
有
を
始
め
る
の
で
な
け
れ
ば
」）
が
問
題
と
な
り
、
同

時
に
原
所
有
者
で
あ
る
委
託
者
と
の
関
係
廃
棄
（
代
理
占
有
関
係
の
消
滅
、
二
〇
四
条
一
項
二
号
「
代
理
人
が
本
人
に
対
し
て
以
後
自

己
又
は
第
三
者
の
た
め
に
占
有
物
を
所
持
す
る
意
思
を
表
示
し
た
」）
が
問
題
と
な
る
。

　

前
者
は
、
上
掲
の
、
ロ
ー
マ
法
の
何
人
も
自
己
の
占
有
権
原
を
自
ら
単
独
で
変
更
で
き
な
い
と
す
る
格
言
に
由
来
し
、
取
得
時
効
の

制
限
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
後
者
も
ロ
ー
マ
法
源
の
議
論
に
由
来
し
つ
つ
、
間
接
占
有
者
で
あ
る
原
所
有
者
の
保
護
を
ど
の
程
度
認

め
る
か
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
ド
イ
ツ
普
通
法
は
、
本
人
保
護
の
趣
旨
で
、
占
有
媒
介
関
係
の
廃
棄
に
は
、
本
人
に
対
す
る
表
示
を
必

要
と
解
し
て
き
た
が
、
こ
の
考
え
は
、
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
に
よ
っ
て
、
動
産
に
関
し
て
破
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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以
下
に
引
用
す
る
そ
の
判
決
理
由
は
、
判
決
年
月
日
が
示
す
よ
う
に
、
民
法
典
で
は
な
く
普
通
法
支
配
下
の
時
期
に
お
け
る
判
断
で

あ
り
、
売
買
契
約
が
続
け
て
二
重
に
締
結
さ
れ
、
合
わ
せ
て
占
有
改
定
さ
れ
た
動
産
の
所
有
権
帰
属
が
争
わ
れ
た
。
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ

ト
は
第
二
買
主
の
時
効
取
得
（usucapio

）
の
可
能
性
を
認
め
つ
つ
、
破
棄
差
戻
に
よ
り
、
善
意
の
点
に
つ
い
て
原
審
の
判
断
に
委
ね

た
。　

代
理
人
に
よ
る
占
有
の
取
得
と
喪
失
の
原
則
並
び
に
占
有
改
定
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
動
産
に
つ
い
て
は
、
物
を
以
後
本
人
の
た
め
で
は
な
く
、

第
三
者
の
た
め
に
占
有
す
る
と
い
う
代
理
人
の
決
断
と
そ
の
表
示
（Bethätigung

）
に
よ
り
本
人
の
占
有
は
失
わ
れ
、
代
理
人
が
占
有
し
よ
う

と
す
る
第
三
者
の
た
め
に
占
有
が
取
得
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
考
え
る
こ
と
は
、
自
己
の
占
有
原
因
の
変
更
禁
止
原
則
に
も
反
し
な
い
。
こ
れ
は
、

占
有
取
得
に
は
関
係
せ
ず
、
占
有
の
適
法
性
に
関
し
、
何
人
も
自
己
の
占
有
の
法
的
原
因
を
作
り
出
せ
な
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
…
こ
の
場

合
に
、
原
所
有
者
が
代
理
人
の
占
有
意
思
に
つ
い
て
知
っ
た
か
は
問
題
と
な
ら
な
い
、
動
産
の
占
有
喪
失
に
つ
い
て
は
、
新
取
得
者
の
把
握
行
為

に
つ
い
て
の
今
ま
で
の
占
有
者
［=
第
一
買
主
］
の
意
思
は
必
要
で
な
い
か
ら
。

　

民
法
典
編
纂
過
程
で
も
、
第
二
委
員
会
以
降
は
、
占
有
概
念
の
客
観
化
の
流
れ
に
従
い
、
本
人
に
対
す
る
表
示
要
件
は
廃
棄
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
現
代
の
ド
イ
ツ
の
通
説
は
占
有
媒
介
関
係
の
成
立
に
占
有
媒
介
者
＝
他
主
占
有
者
の
媒
介
意
思
を
必
要
と
解
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
の
よ
う
に
、
占
有
代
理
人
の
決
断
だ
け
で
、
代
理
占
有
関
係
が
廃
棄
さ
れ
る
と
解
す
る
の
は
行
き
過
ぎ

で
、
本
人
保
護
の
趣
旨
で
、
占
有
代
理
人
の
本
人
に
対
す
る
客
観
的
挙
動
を
必
要
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
占
有
意
思
の
客
観
化

の
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
占
有
媒
介
関
係
の
基
礎
に
あ
る
契
約
関
係
の
廃
棄
が
必
要
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
と
り
わ

け
占
有
媒
介
者
の
行
動
の
明
確
性
（D

.41.2.32.1

）
の
問
題
（
占
有
媒
介
関
係
が
競
合
し
た
場
合
に
は
、
先
行
す
る
関
係
が
優
先
す

る
）
が
潜
む
こ
と
に
な
る
。
占
有
関
係
か
ら
意
思
を
排
除
し
客
観
化
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
関
係
が
変
動
す
る
際
に
は
、
意
思
の
客
観

（
8
）
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化
と
し
て
の
当
事
者
の
挙
動
と
そ
の
了
知
が
、
そ
の
変
動
の
成
否
の
基
準
と
し
て
援
用
さ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
を
媒
介
意
思
の
変
動

と
と
ら
え
る
か
、
契
約
関
係
の
廃
棄
と
と
ら
え
る
か
は
、
構
成
問
題
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る
。

　

即
時
取
得
の
成
否
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
の
直
接
占
有
者
は
、
こ
の
よ
う
に
本
人
、
代
理
占
有
で
い
う
間
接
占
有
者
の
存
在
を
前
提

と
す
る
場
合
、
例
え
ば
直
接
占
有
者
で
あ
る
他
主
占
有
者
の
裏
切
り
に
よ
る
処
分
を
介
し
た
譲
受
人
な
ど
で
あ
る
。

　

日
本
民
法
の
場
合
、
占
有
は
、
権
利
移
転
を
前
提
と
し
た
対
抗
要
件
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
も
、
多
様
な
方
法
が
認
め
ら
れ
て
形
骸
化
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
即
時
取
得
制
度
に
お
い
て
、
移
転
方
法
を
限
定
し
つ
つ
、
譲
受
人
を
保
護
す
る
運
用
が
、
ド
イ
ツ
民
法
の
明
文
に

よ
る
規
律
の
影
響
下
で
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
場
合
に
問
わ
れ
る
外
観
は
、
即
時
取
得
者
の
取
引
相
手
方
の
外
観
で
あ
り
、
先
の
類
型
で
言
え
ば
、
な
お
間
接
占
有
者
と
し
て

の
本
人
が
い
る
か
ど
う
か
は
問
わ
れ
な
い
。
仮
に
い
る
場
合
に
、
前
掲
し
た
一
八
五
条
や
二
〇
四
条
の
方
法
が
採
ら
れ
た
か
否
か
は
、

自
主
占
有
に
基
づ
く
一
定
期
間
の
占
有
継
続
が
問
題
と
な
る
取
得
時
効
な
ら
と
も
か
く
、
そ
う
で
は
な
い
即
時
取
得
に
お
い
て
問
題
と

す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
、
原
権
利
者
の
保
護
を
持
ち
出
す
の
は
、
取
得
時
効
に
お
け
る
原
権
利
者
保
護
の
構
造
を

無
自
覚
に
即
時
取
得
に
持
ち
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

即
時
取
得
は
、
取
引
行
為
時
の
相
手
方
の
外
観
に
対
す
る
信
頼
が
問
題
と
な
り
、
盗
難
、
遺
失
の
場
合
を
除
け
ば
、
外
観
の
背
後
に

あ
る
原
権
利
者
の
事
情
は
規
範
構
造
上
、
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
。
原
権
利
者
の
事
情
と
の
比
較
考
量
は
、
盗
難
遺
失
物
の
例
外
評
価

規
範
に
織
り
込
み
済
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
て
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
、
譲
渡
者
の
権
利
外
観
に
反
映
さ
れ
る
限
り
で
（
例
え
ば
、

原
権
利
者
の
名
義
の
シ
ー
ル
が
取
引
時
に
動
産
に
残
存
し
て
い
た
な
ど
、
原
権
利
者
の
支
配
が
譲
渡
者
の
も
と
で
客
観
化
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
結
果
譲
受
人
の
外
観
信
頼
が
根
拠
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
場
合
）、
善
意
無
過
失
の
枠
組
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
で
十

分
で
あ
る
。

（
9
）

（
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）
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と
は
い
え
、
多
く
の
外
観
保
護
法
理
が
原
権
利
者
の
保
護
に
こ
だ
わ
る
点
も
利
益
衡
量
上
全
く
間
違
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
た

だ
、
そ
の
政
策
的
考
慮
を
、
占
有
意
思
な
ど
の
主
観
的
観
点
か
ら
実
現
す
る
の
は
や
や
邪
道
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ド
イ
ツ
の
議
論
は
、
一
方
で
現
在
の
通
説
が
占
有
意
思
に
こ
だ
わ
る
点
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
立
法
者
が
第
二
草
案
以
後
目
指
し
た
占
有
の
客

観
化
の
方
向
に
反
し
、
他
方
で
一
部
の
学
説
は
占
有
の
並
存
可
能
性
の
可
否
に
こ
だ
わ
る
点
で
占
有
媒
介
関
係
の
成
否
に
つ
い
て
権
利

変
動
に
類
し
た
扱
い
（
先
行
す
る
占
有
媒
介
関
係
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
優
先
す
る
）
を
す
る
。
し
か
し
、
占
有
外
観
は
事
実
状
態
で

あ
る
以
上
、
占
有
関
係
の
多
重
性
の
増
大
と
と
も
に
、
そ
の
客
観
的
信
頼
性
や
存
在
可
能
性
は
逓
減
す
る
だ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
、
幾

重
に
も
重
畳
設
定
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
先
の
こ
だ
わ
り
は
、
即
時
取
得
の
議
論
に
お
い
て
、
視
点
を
取
引
時
と
い
う
い
わ
ば
瞬
間

0

0

に
お
け
る
、
占
有
と
い
う
権
利
外
観
に
限
定
せ
ず
、
一
定
の
態
様
で
の
事
実
的
支
配
の
継
続

0

0

に
着
目
す
る
、
取
得
時
効
の
場
面
で
の
議

論
の
沿
革
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
時
取
得
の
基
礎
と
な
る
取
引
に
お
け
る
権
利
変
動
が
占
有
移
転
を
内
容

と
す
る
要
式
行
為
で
あ
る
事
情
も
、
こ
の
点
に
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
か
ら
、
代
理
占
有
は
二
重
に
成
立
し
う
る
か
、
並
存
占
有
は
可
能
か
と
い
う
問
い
は
、
即
時
取
得
が
問
題
と
す
る
場
面
（
無
権
利

者
と
の
取
引
）
と
、
通
常
の
取
引
が
並
存
し
競
合
す
る
場
面
と
の
同
視
を
前
提
と
す
る
。
確
か
に
、
法
形
式
面
で
は
、
複
数
の
契
約
が

継
起
す
る
。
し
か
し
、
即
時
取
得
が
問
題
と
な
る
取
引
で
の
、
前
主
の
権
利
は
問
題
と
さ
れ
な
い
。
取
引
の
表
見
的
有
効
性
で
足
り
る

は
ず
で
あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
、
受
寄
者
や
賃
借
人
な
ど
が
所
有
者
を
装
い
、
動
産
を
処
分
す
る
場
面
で
は
、
間
接
占
有
は
通
常
、
契
約
関
係
を
基
礎
と

し
て
成
立
す
る
た
め
、
契
約
の
競
合
問
題
が
成
立
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
占
有
は
契
約
関
係
の
成
立
、
消
滅
と
直
ち
に
連

動
す
る
も
の
で
は
な
く
、
表
見
的
な
契
約
関
係
を
基
礎
と
し
て
も
成
立
す
る
事
実
関
係
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
見
る
な
ら
ば
、
即
時
取
得
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
、
占
有
取
得
に
つ
い
て
は
、
相
手
方
の
占
有
状

（
９b
）

（
10
）

（
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）

（
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況
を
信
頼
し
つ
つ
、
自
ら
が
占
有
を
取
得
す
る
わ
け
だ
が
、
占
有
改
定
で
は
、
譲
受
人
は
、
間
接
占
有
で
は
な
く
、
現
実
の
占
有
を
取

得
す
る
と
き
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
で
は
、
一
見
、
譲
渡
の
要
式
と
異
な
ら
な
い
、
譲
渡
人
が
引
渡
請
求
権
の
譲
渡
を
し
た
と
き
、

と
な
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
明
文
が
で
き
た
背
景
を
巡
っ
て
、
評
価
矛
盾
で
は
な
い
か
と
の
議
論
が
あ
る
こ
と
は
既
に
言
及
し
た
こ

と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
の
形
態
を
、
倉
庫
業
者
な
ど
の
第
三
者
に
動
産
商
品
を
保
管
さ
せ
つ
つ
処
分
し
て
い

く
営
業
形
態
で
の
取
引
安
全
と
捉
え
れ
ば
、
占
有
改
定
と
の
、
売
主
の
当
初
占
有
形
態
の
定
型
的
、
相
互
独
立
的
相
違
を
示
す
も
の
と

し
て
、
両
形
態
相
互
の
基
準
の
バ
ラ
ン
ス
を
問
う
必
要
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
実
は
、
評
価
矛
盾
を
突
く
委
員
の
存

在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
立
法
者
が
こ
の
差
異
を
維
持
し
た
（
こ
の
点
も
、
前
々
稿
で
紹
介
し
た
）
こ
と
の
意
味
を
そ
う
解
す
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

指
図
に
よ
る
占
有
移
転
の
場
合
に
お
け
る
譲
受
人
の
譲
渡
人
に
対
す
る
信
頼
は
、
譲
渡
人
の
、
譲
受
人
に
関
連
付
け
た
、
保
管
者
へ

の
指
図
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
保
管
者
の
挙
動
が
一
体
的
に
作
り
出
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
信
頼
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
譲

受
人
が
、
そ
の
占
有
形
態
の
ま
ま
譲
り
受
け
る
方
法
を
採
っ
た
と
し
て
も
、
信
頼
、
従
っ
て
保
護
の
要
請
度
が
減
殺
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
か
ろ
う
。
占
有
改
定
の
場
合
に
は
、
取
引
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
も
の
は
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
の
場
合
と
同
じ
く
間
接
占
有
で

あ
っ
て
も
、
売
主
で
あ
る
前
主
は
直
接
占
有
で
あ
り
、
前
提
が
異
な
る
と
言
え
よ
う
。
実
は
、
こ
の
よ
う
な
正
当
化
は
、
ド
イ
ツ
の
判

例
が
ド
イ
ツ
の
規
範
文
脈
の
下
で
フ
ラ
イ
ス
機
械
事
件
に
お
い
て
示
し
た
も
の
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

＊　

本
稿
は
、
基
盤
研
究
（
ｃ
）「
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
の
方
法
に
よ
る
即
時
取
得
の
成
否
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号26380114

）
に

も
と
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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K
aser/K

nütel/Lohsse, Röm
isches Privatrecht, 21.A

ufl. (2017), S.152ff (

§25.7-13).

以
下
で
は
、RP

で
引
用
す
る
。

H
ausm

aninger, Gedächtnisschrift für R. Schm
idt (1966), S.399; Brandsm

a, T
R 78 (2010), 209; Böhr, D

as V
erbot der eigen-

m
ächtigen Besitzum

w
andlung, 2002; K

aser/K
nütel/Lohsse, RP, S.122 (

§19.10); H
ausm

aninger/Gam
auf, Casebook zum

 rö-
m
ischen Sachenrecht, 11.A

ufl. (2012), S.31ff.　

邦
語
文
献
と
し
て
、
吉
原
達
也
「「
何
人
も
自
己
自
ら
占
有
の
性
質
を
変
更
す
る
こ
と
を
得

ず
」
─
一
つ
の
ロ
ー
マ
法
準
則
の
過
去
と
現
在
─
」
西
村
・
児
玉
編
『
日
本
民
法
典
と
西
欧
法
伝
統
』（
二
〇
〇
〇
年
）
二
七
五
頁
以
下
、
同

「「
何
人
も
自
己
自
ら
占
有
の
性
質
を
変
更
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
い
う
ロ
ー
マ
法
準
則
・
再
考
─
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
占
有
法
』
に
お
け
る
占
有
概

念
を
め
ぐ
っ
て
─
」
広
島
法
学
三
五
─
二
（
二
〇
一
一
年
）
─
一
、
が
あ
る
が
、
関
心
の
主
た
る
方
向
は
、
取
得
時
効
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

K
aser/K

nütel/Lohsse, RP S.418 (

§72.3-4).

法
文
中
の
記
号
・
数
字
はBöhr, S.170

（
前
掲
注
（
2
））
に
依
拠
す
る
。

『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
一
』（
商
事
法
務
研
究
会
版
）
六
四
四
頁
上
段
（
穂
積
陳
重
発
言
）。

W
indscheid-K

ipp, Pandekten, Bd.1 (9.A
ufl. 1906) S.808 (

§157).

原
田
慶
吉
『
日
本
民
法
典
の
史
的
素
描
』（
一
九
五
四
年
）
一
〇
二
頁
。

RGZ 19, 239 (1887.11.25).

賃
借
人
が
賃
借
物
を
売
却
し
た
上
で
、
そ
の
買
主
か
ら
賃
借
し
、
二
人
の
賃
貸
人
に
賃
料
を
支
払
う
場
合
、
最
初
の
賃
貸
人
が
賃
借
人
を
通

じ
た
占
有
を
有
効
に
保
持
す
る
。(Paulus libro 15 ad Sabinum

) Si conductor rem
 vendidit et eam

 ab em
ptore conduxit et 

utrique m
ercedes praestitit, prior locator possessionem

 per conductorem
 rectissim

e retinet.

拙
稿
・
阪
大
法
学
六
六
巻
二
号
三
一
一
頁
注
（
14
）
と
そ
れ
に
対
応
す
る
本
文
参
照
。

以
下
は
、
筆
者
が
あ
る
機
会
（
第
六
四
回
（
二
〇
一
五
年
）
末
川
杯
争
奪
法
律
討
論
会
）
に
作
成
し
た
設
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
Ａ
名
義

の
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
。

①　

Ａ
は
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
に
、
Ｂ
の
倉
庫
で
自
己
所
有
の
商
品
一
〇
〇
ケ
ー
ス
を
保
管
す
る
こ
と
を
月
一
〇
万
円
で
依
頼
し
、
処
分
を

す
る
場
合
に
は
そ
の
都
度
連
絡
し
直
接
Ｂ
の
倉
庫
か
ら
買
主
に
引
き
渡
し
し
て
も
ら
う
旨
を
約
定
し
、
同
日
Ａ
か
ら
Ｂ
に
対
し
て
商
品
一
〇
〇

ケ
ー
ス
の
引
渡
し
が
な
さ
れ
た
。
各
ケ
ー
ス
に
は
、
自
己
所
有
を
示
す
た
め
に
Ａ
自
身
に
よ
り
予
め
Ａ
名
義
の
プ
レ
ー
ト
が
各
ケ
ー
ス
の
表
面
に

貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
3a
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
9a
）
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②　

Ｂ
は
、
当
初
は
自
己
の
倉
庫
で
す
べ
て
を
保
管
し
て
い
た
が
、
途
中
で
手
狭
と
な
り
、
同
年
五
月
頃
、
半
分
の
五
〇
ケ
ー
ス
を
、
自
己
の
事

業
系
列
下
の
Ｃ
に
保
管
さ
せ
る
こ
と
に
し
、
引
き
渡
し
た
。
Ｃ
は
、
Ａ
の
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
る
こ
と
で
誰
の
所
有
物
か
が
気
に
な
っ
た
が
、

今
ま
で
の
依
頼
で
は
Ｂ
の
所
有
す
る
在
庫
品
の
場
合
が
通
例
で
あ
っ
た
の
で
、
今
回
も
そ
う
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

③　

Ｂ
は
、
同
年
六
月
初
め
頃
資
金
繰
り
に
窮
し
、
Ｄ
に
対
し
て
、
信
用
供
与
を
依
頼
し
、
そ
の
担
保
と
し
て
、
自
己
保
管
中
の
五
〇
ケ
ー
ス
と

Ｃ
が
保
管
中
の
五
〇
ケ
ー
ス
を
あ
わ
せ
て
（
Ａ
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を
気
に
し
つ
つ
も
、
な
ん
と
か
処
分
に
至
る
前
に
返
済
で
き
る
だ
ろ
う
と
希

望
的
観
測
を
し
つ
つ
）
自
己
所
有
を
装
っ
て
譲
渡
し
、
Ｃ
に
も
そ
の
旨
を
通
知
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
、
自
己
保
管
分
は
自
己
の
倉
庫
で
、
Ｃ
保

管
分
は
Ｃ
の
倉
庫
で
保
管
す
る
合
意
が
Ｄ
と
の
間
で
成
立
し
た
。
な
お
、
Ｂ
は
Ａ
へ
の
忠
誠
維
持
と
Ｄ
へ
の
信
頼
醸
成
の
二
兎
を
追
う
た
め
に
、

Ｄ
の
Ｂ
倉
庫
内
の
現
品
検
分
の
際
に
は
、
Ａ
の
プ
レ
ー
ト
を
一
時
的
に
は
ず
し
て
お
い
た
。
Ｃ
は
、
Ｂ
の
通
知
を
受
け
て
、
各
ケ
ー
ス
上
の
プ

レ
ー
ト
を
Ａ
か
ら
Ｄ
の
名
に
書
き
替
え
た
。

④　

そ
の
後
、
Ａ
は
同
年
七
月
頃
電
話
で
Ｂ
に
以
下
の
内
容
を
伝
え
た
。
保
管
を
依
頼
し
て
い
る
一
〇
〇
ケ
ー
ス
の
う
ち
一
〇
ケ
ー
ス
を
Ｅ
に
処

分
し
た
の
で
、
引
き
取
り
に
来
る
Ｅ
に
渡
し
て
ほ
し
い
と
。
Ｂ
は
、
こ
の
内
容
に
従
っ
て
、
Ｅ
に
一
〇
ケ
ー
ス
を
引
き
渡
し
た
。
Ｂ
は
Ｄ
の
手
前
、

直
ち
に
自
ら
同
種
の
商
品
一
〇
ケ
ー
ス
を
調
達
し
、
補
充
を
し
て
お
い
た
。

⑤　

同
様
に
、
資
金
繰
り
に
窮
し
た
Ｃ
は
、
同
年
八
月
一
日
に
、
た
ま
た
ま
同
種
の
商
品
を
五
〇
ケ
ー
ス
所
有
し
、
同
じ
倉
庫
で
保
管
し
て
い
た

が
、（
Ｂ
に
対
し
て
別
口
の
売
掛
債
権
も
あ
る
か
ら
発
覚
し
て
も
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
安
易
に
思
い
つ
つ
）
Ｂ
か
ら
預
か
っ
た
五
〇
ケ
ー
ス
と

合
わ
せ
て
一
〇
〇
ケ
ー
ス
を
Ｆ
に
売
却
し
、
相
変
わ
ら
ず
、
自
己
の
倉
庫
で
保
管
す
る
合
意
を
交
わ
し
た
。
な
お
、
Ｃ
は
、
Ｆ
と
の
Ｃ
倉
庫
内
で

の
交
渉
の
際
、
Ｆ
か
ら
一
部
に
Ｄ
の
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
る
こ
と
を
問
わ
れ
、
仕
入
れ
先
の
名
で
あ
り
、
も
う
支
払
い
が
済
ん
で
い
る
か
ら
問

題
が
な
い
と
そ
の
場
を
つ
く
ろ
っ
た
。
Ｃ
は
程
な
く
代
金
を
受
け
取
れ
た
の
で
、
Ｆ
が
い
つ
で
も
自
ら
処
分
で
き
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
で
Ｃ
倉
庫

の
合
鍵
を
Ｆ
に
引
き
渡
し
た
。

⑥　

Ｄ
は
、
同
年
九
月
一
日
に
、
Ｂ
が
履
行
期
到
来
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
借
入
金
の
返
済
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
Ｂ
の
保
管
す
る
五
〇
ケ
ー
ス

を
Ｇ
に
売
却
す
る
こ
と
で
そ
の
一
部
を
回
収
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
を
Ｂ
に
連
絡
し
た
。
Ｄ
は
売
却
の
準
備
と
し
て
、
Ｂ
に
予
め
来
訪
を
連
絡

せ
ず
に
Ｂ
倉
庫
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
の
保
管
す
る
五
〇
ケ
ー
ス
の
う
ち
四
〇
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
Ａ
名
義
の
プ
レ
ー
ト
を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
、

Ｄ
は
、
困
惑
し
た
も
の
の
、
予
定
通
り
売
却
す
る
旨
を
伝
え
、
名
義
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
Ａ
か
ら
ま
ず
Ｄ
に
書
き
換
え
さ
せ
た
。
同
月
三
日

に
Ｄ
は
Ｂ
倉
庫
で
Ｇ
か
ら
代
金
を
受
け
取
り
、
そ
の
場
で
プ
レ
ー
ト
を
Ｇ
名
義
に
さ
ら
に
書
き
換
え
さ
せ
、
Ｂ
は
こ
れ
か
ら
は
Ｇ
の
た
め
に
保
管
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す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

以
上
の
①
か
ら
⑥
の
事
実
を
前
提
と
し
て
、
Ａ
は
、
最
初
に
Ｂ
に
保
管
を
依
頼
し
た
一
〇
〇
ケ
ー
ス
か
ら
後
に
Ｅ
に
処
分
し
た
一
〇
ケ
ー
ス
を

除
い
た
も
の
の
回
復
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
商
法
の
規
定
な
い
し
商
法
に
関
す
る
問
題
は
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

①
②
に
つ
い
て　

　

本
問
の
場
合
、
Ａ
は
四
月
に
有
償
で
Ｂ
に
所
有
動
産
の
保
管
を
依
頼
し
て
い
る
（
有
償
寄
託
）。
と
こ
ろ
が
、
Ｂ
は
、
そ
の
半
分
を
途
中
の
五

月
か
ら
Ｃ
に
委
ね
て
い
る
。
こ
の
関
係
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
Ｂ
は
Ａ
と
の
関
係
で
寄
託
契
約
上
の
義
務
違
反
（
民
法
六
五

八
条
一
項
）
と
な
ろ
う
が
、
Ｂ
か
ら
Ｃ
へ
の
委
託
で
、
Ｃ
が
他
主
占
有
者
・
直
接
占
有
者
、
Ｂ
が
他
主
占
有
者
・
間
接
占
有
者
、
Ａ
が
自
主
占
有

者
・
間
接
占
有
者
で
あ
る
代
理
占
有
関
係
の
連
鎖
が
成
立
す
る
と
一
応
言
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
Ｃ
を
Ｂ
の
占
有
補
助
者
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も

あ
り
え
、
そ
の
場
合
に
は
自
己
執
行
義
務
違
反
に
は
な
ら
な
い
。
問
題
文
か
ら
は
、
Ｃ
は
プ
レ
ー
ト
名
か
ら
Ｂ
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
つ
つ

も
前
提
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｃ
は
（
有
償
か
無
償
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
）
他
人
の
た
め
に
保
管
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
て
い
る

と
い
え
る
。

③
に
つ
い
て

　

Ｂ
の
六
月
の
行
為
は
、
Ａ
の
所
有
物
に
、
Ｄ
に
対
す
る
Ｂ
自
身
の
債
務
の
担
保
の
た
め
に
譲
渡
担
保
を
設
定
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
Ｄ
が
譲
渡
担
保
権
を
即
時
取
得
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
Ｂ
保
管
分
に
つ
い
て
は
、
占
有
改
定
、
Ｃ
保
管
分
に
つ
い
て
は
、
指
図
に
よ
る

占
有
移
転
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
が
自
己
保
管
分
に
つ
い
て
、
一
時
的
に
Ａ
名
義
の
プ
レ
ー
ト
を
外
し
た
点
を
ど
う
評
価
す
べ
き

だ
ろ
う
か
。
一
応
、
Ｄ
の
善
意
無
過
失
を
推
測
さ
せ
る
事
情
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
Ｃ
保
管
分
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
の
検
分
の
有
無
が
そ
も
そ
も
言

及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ａ
の
プ
レ
ー
ト
は
Ｂ
の
連
絡
を
受
け
て
、
Ｃ
に
よ
り
、
Ａ
か
ら
Ｄ
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｂ
保
管

分
に
つ
い
て
は
、
仮
に
Ｄ
が
善
意
無
過
失
で
あ
る
と
評
価
す
る
と
し
て
も
、
占
有
改
定
で
あ
る
た
め
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
即
時
取
得
に
お
け
る
占

有
取
得
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
結
局
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
Ｂ
の
二
兎
を
追
う
よ
う
な
行
動
は
占
有
改
定
自
体
の
客
観
性
が
十

分
で
な
い
こ
と
を
示
す
。
他
方
、
Ｃ
保
管
分
に
つ
い
て
は
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
の
方
法
で
あ
り
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
即
時
取
得
の
成
否
の
基

準
は
明
確
で
な
い
が
、
最
判
昭
五
七
年
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
は
、
Ａ
か
ら
Ｄ
へ
の
名
義
書
換
で
占
有
関
係
の
変
更
を
客
観
化
さ
せ
て
お
り
、

成
立
の
可
能
性
が
あ
る
。
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④
に
つ
い
て

　

Ａ
、
Ｂ
の
七
月
の
行
為
は
、
Ａ
Ｂ
間
の
寄
託
契
約
関
係
、
代
理
占
有
関
係
を
再
確
認
す
る
よ
う
な
事
実
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
間
の
当
初
の
合
意
に
従

う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
は
問
題
が
な
い
。
上
で
は
、
Ｄ
の
即
時
取
得
を
一
応
否
定
し
た
が
、
仮
に
成
立
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
Ｂ
の
担

保
設
定
者
と
し
て
の
義
務
違
反
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
Ｂ
は
一
〇
ケ
ー
ス
引
き
渡
し
後
に
、
同
種
同
量
を
補
充
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
、
問
題

が
な
い
と
さ
れ
よ
う
か
（
一
時
的
違
反
状
態
の
治
癒
）。
不
成
立
を
前
提
と
す
れ
ば
、
Ｂ
の
保
管
す
る
五
〇
ケ
ー
ス
の
う
ち
、
Ａ
の
プ
レ
ー
ト
の

付
い
た
四
〇
ケ
ー
ス
は
Ａ
に
帰
属
し
、
残
り
一
〇
ケ
ー
ス
は
、
Ｄ
に
（
所
有
権
も
し
く
は
担
保
権
が
）
帰
属
す
る
も
の
と
な
る
。

⑤
に
つ
い
て

　

Ｃ
の
八
月
の
行
為
は
、
受
寄
物
で
あ
る
五
〇
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
の
主
観
で
は
、
Ｂ
所
有
で
Ｄ
に
譲
渡
担
保
設
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
た
も
の
の
、
Ｃ
に
よ
る
Ｆ
へ
の
無
権
限
処
分
で
あ
る
。
Ｆ
は
、
合
鍵
（
支
配
性
に
つ
い
て
評
価
が
分
か
れ
う
る
）
に
よ
り
、
現
実
の
引
渡
し
か
、

少
な
く
と
も
公
示
性
を
伴
う
占
有
改
定
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
当
初
よ
り
、
プ
レ
ー
ト
名
義
を
気
に
し
て
お
り
、
有
過
失
の
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
限
り
で
寄
託
分
の
即
時
取
得
は
否
定
さ
れ
よ
う
。
そ
の
結
果
、
Ｆ
の
所
有
権
取
得
は
否
定
さ
れ
る
か
（
所
有
権
的
構
成
）、
Ｄ
の
担
保
権
の

負
担
付
の
所
有
権
を
取
得
す
る
（
担
保
権
的
構
成
）。
他
方
の
、
自
己
所
有
五
〇
ケ
ー
ス
は
、
単
な
る
Ｃ
か
ら
Ｆ
へ
の
売
買
で
あ
る
。

⑥
に
つ
い
て

　

Ｄ
の
九
月
の
行
為
は
、
譲
渡
担
保
の
一
部
実
行
行
為
と
解
さ
れ
る
が
、
Ｄ
が
即
時
取
得
し
て
い
な
い
と
一
応
考
え
る
と
す
る
と
、
四
〇
ケ
ー
ス

分
に
つ
い
て
は
Ａ
所
有
物
の
売
却
行
為
と
な
り
、
Ｇ
の
下
で
即
時
取
得
が
成
立
す
る
か
が
さ
ら
に
問
題
と
な
る
。
相
変
わ
ら
ず
Ｂ
が
保
管
す
る
の

で
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
と
解
さ
れ
る
が
、
プ
レ
ー
ト
の
名
義
の
Ｄ
へ
の
あ
ら
か
じ
め
の
変
更
は
、
Ｇ
の
善
意
無
過
失
を
根
拠
づ
け
、
さ
ら
に

代
金
支
払
後
の
Ｇ
へ
の
名
義
変
更
は
、
現
実
の
引
渡
し
に
近
い
公
示
性
を
備
え
、
即
時
取
得
を
肯
定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
民
法
講
座
2
物
権
⑴
』（
一
九
八
四
年
）
三
〇
一
頁
（
槇
悌
次
）
は
、
取
得
と
喪
失
の
両
側
面
を
対
応
さ
せ
た
統
一
法
理
と
呼
ぶ
。

Böm
er, Besitzm

ittlungsw
ille und m

ittelbarer Besitz, 2009.
こ
の
書
評
で
あ
る
、Schanbacher, SZ 129 (2012), 697

は
、
著
者

の
、
占
有
媒
介
意
思
の
重
視
と
先
行
す
る
間
接
占
有
関
係
の
優
先
処
理
は
分
裂
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。

前
掲
講
座
三
二
七
頁
（
槇
）
は
、
原
所
有
者
と
譲
受
人
の
関
係
は
擬
制
的
競
争
取
引
者
間
の
関
係
に
接
近
し
て
き
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

短
期
取
得
時
効
（
日
本
民
法
一
六
二
条
第
二
項
な
ど
）
が
占
有
開
始
を
判
断
基
準
時
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
差
は
相
対
的
か
も
し
れ

な
い
が
、
や
は
り
考
慮
さ
れ
る
時
間
の
幅
が
異
な
る
だ
ろ
う
。

（
9b
）

（
10
）

（
10a
）

（
11
）
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ド
イ
ツ
の
議
論
、
並
び
に
、
二
重
の
占
有
代
理
関
係
は
成
立
し
得
な
い
と
い
う
ド
グ
マ
は
克
服
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
（
好
美
清
光
・
新

版
注
釈
民
法
（
7
）（
二
〇
〇
七
年
）
一
六
六
頁
）
に
対
し
て
示
さ
れ
た
疑
問
（
松
岡
久
和
『
物
権
法
』（
二
〇
一
七
年
）
二
一
八
頁
）［
複
数
人

そ
れ
ぞ
れ
を
所
有
者
と
し
て
支
配
す
る
複
数
の
意
思
は
所
有
権
の
排
他
性
か
ら
両
立
し
な
い
と
す
る
］。

拙
稿
・
阪
大
法
学
六
五
巻
二
号
三
八
二
頁
以
下
。

拙
稿
・
阪
大
法
学
六
五
巻
二
号
三
八
六
頁
。

近
時
の
最
決
平
二
九
・
五
・
一
〇
判
タ
一
四
四
〇
号
一
一
二
頁
は
、
輸
入
業
者
の
た
め
に
信
用
状
を
発
行
し
、
輸
入
商
品
に
譲
渡
担
保
を
設

定
し
た
銀
行
が
当
該
輸
入
業
者
の
当
該
商
品
の
転
売
代
金
債
権
に
対
し
て
譲
渡
担
保
に
よ
る
物
上
代
位
権
を
行
使
し
た
事
案
で
あ
る
。
再
生
手
続

と
の
関
係
で
、
銀
行
の
譲
渡
担
保
権
が
対
抗
要
件
（
引
渡
）
を
具
備
し
て
い
る
か
が
争
わ
れ
た
。
本
決
定
で
は
、
銀
行
、
輸
入
業
者
、
実
際
の
受

領
、
通
関
手
続
を
行
う
委
託
海
荷
業
者
の
関
係
を
占
有
改
定
で
連
鎖
す
る
も
の
（
二
段
階
の
占
有
改
定
）
と
し
て
、
引
渡
を
認
め
た
。
む
し
ろ
、

譲
渡
担
保
設
定
時
に
既
に
間
接
占
有
者
で
あ
る
輸
入
業
者
が
占
有
改
定
を
し
た
と
と
ら
え
る
よ
り
も
（
間
接
占
有
者
自
身
に
よ
る
占
有
改
定
が
可

能
か
疑
問
で
あ
る
）、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
を
し
た
と
構
成
す
る
方
が
よ
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

BGH
Z 50, 45 (1968.3.27).

拙
稿
・
阪
大
法
学
六
五
巻
二
号
三
八
三
頁
以
下
参
照
。
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